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広
く
、
豊
か
に
、

�

し
な
や
か
に

　
「
ま
だ
な
い
未
来
の
仕
事
を
考
え

よ
う
」ー
こ
の
よ
う
な
問
い
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
ら
、あ
な
た
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な「
仕
事
」を
創
り
出
し
ま
す

か
？

　

こ
の
課
題
に
、８
月
６
日
・
７
日
、

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５ 

大
阪
・
関

西
万
博
」の
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未
来
会

議
」に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
が
取
り

組
み
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

昨
年
度
の「
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議
」

（
一
般
財
団
法
人 

ピ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
財
団
と
各
自
治
体
の
主

催
）に
お
い
て
、
稲
城
市
か
ら
の
代

表
生
徒（
本
市
代
表
４
名
は
昨
年
度

小
６
生
、現
在
は
中
１
生
）を
含
む
、

各
地
区
大
会
の
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
と

な
っ
た
子
ど
も
達
が
出
場
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、本
年
３
月
の「
全

国
大
会
」後
、
地
域
を
越
え
て
４
人

グ
ル
ー
プ
を
再
編
、
約
４
か
月
を
か

け
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
重
ね
、
課
題
へ
の
解
決
策
を
創

り
出
し
、
万
博
当
日
、
こ
の
場
に
臨

ん
だ
の
で
す
。

　
「
AI
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
し
な
が

ら
宇
宙
開
発
を
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
る
人
、
政
府
や
企
業
と
話
し
合
い

を
す
る
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
AI
を
活

用
し
決
断
す
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
。」―
発
表
さ
れ
た
提
案
の
一
例
で

す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、「
世
界
の
人

口
は
増
え
続
け
て
い
る
」→「
農
場
や

都
市
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」→「
人
間
の
住
め
る
場
所
を
広
げ

た
い
」、
と
い
う
過
程
を
踏
み
な
が

ら
、
宇
宙
開
発
を
実
現
さ
せ
る「
新

た
な
仕
事
」を
発
想
し
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
日
は
、
世
界
か

ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
か
ら
、
未
来

の
世
界
に
向
け
た
様
々
な
提
案
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ

も
、「
今
社
会
に
不
足
し
て
い
る
も

の
は
何
か
」「
今
不
便
な
こ
と
は
ど
ん

な
こ
と
か
」に
視
点
を
当
て
、
そ
の

解
決
策
を
生
み
出
す
中
で
、
新
た
に

人
間
が
活
躍
す
べ
き
分
野
を
見
出
し
、

「
今
は
ま
だ
な
い
け
れ
ど
将
来
の
社

会
を
よ
く
し
て
い
く
仕
事
」を
提
案

し
た
の
で
す
。
社
会
課
題
を
踏
ま
え

た
上
で
今
後
の
動
向
を
捉
え
、
課
題

解
決
の
た
め
に
世
の
中
に
は
何
が
プ

ラ
ス
と
し
て
必
要
か
に
着
目
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ
た
全
体
像

と
、
実
現
の
た
め
の
具
体
的
プ
ロ
セ

ス
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
構
想
に

基
づ
く
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
事
な
発

信
の
数
々
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
発
想
と
視
点
に
感
動

し
な
が
ら
参
観
を
終
え
た
私
は
、「
将

来
の
進
路
を
、
今
あ
る
職
業
の
中
か

ら
の
み
選
択
す
る
時
代
は
終
わ
っ

た
」と
の
思
い
を
深
め
な
が
ら
、
帰

京
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
万
博
イ
ベ
ン
ト
の
後
、

8
月
21
日(

木)

、
本
市
で
は
、
今
年

度
の「
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議
in 

Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
、
昨
年
度
と
同
じ
く「
住
み

続
け
ら
れ
る
未
来
の
稲
城
市
」で
す
。

　

各
市
立
小
学
校
か
ら
２
名
ず
つ
選

出
さ
れ
た
第
６
学
年
児
童
計
24
名
の

皆
さ
ん
が
、
異
な
る
学
校
の
初
対
面

同
士
で
４
人
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

意
見
交
換
や
合
意
形
成
を
経
て
創
り

出
し
た
ア
イ
デ
ア
集
で
す
。
こ
の
作

業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ

内
で
各
自
が「
大
切
に
し
た
い
価
値

観
」を
発
表
し
合
い
、
各
グ
ル
ー
プ

に
付
い
て
く
だ
さ
っ
た「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
方
々

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
各
自
の
ア

イ
デ
ア
の
共
通
項
を
見
出
し
た
り
新

た
な
策
を
生
み
出
し
た
り
し
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
具
体
的
方

策
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
夏
開
催
し
た
、「
世
界
こ
ど
も

未
来
会
議
」に
関
連
す
る
こ
れ
ら
２

つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、子
ど
も
達
が
、

社
会
や
世
界
に
視
点
を
当
て
、
人
々

が
さ
ら
に
過
ご
し
や
す
く
な
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
思
考
を
巡
ら
せ
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
提
案

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
現
実
の

「
枠
」を
超
え
、
未
知
の
分
野
を
開
拓

し
て
い
こ
う
と
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
発
想
力
は
、
こ
れ
か
ら
の「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」と
言
わ
れ
る「
予
測

不
可
能
な
時
代
」に
必
要
と
さ
れ
、

活
躍
す
る
、
重
要
な
資
質
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
稲
城
の
子
ど
も
達
が
、

視
点
や
考
え
を
広
げ
、
新
た
な
も
の

を
生
み
出
す
創
造
力
、
企
画
力
、
柔

軟
性
を
も
ち
、
広
く
、
豊
か
に
、
し

な
や
か
に
、
物
事
に
対
応
で
き
る
資

質
を
備
え
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
夏
の
終
わ
り
を

迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
末
、
稲
城
市
教
育

委
員
会
は
、「
稲
城
市 

学
校
・
乳
幼

児
施
設 

管
理
職
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」を
開
催
、「
非
認
知
能
力
の
育
成

～
幼
保
小
中
の
連
携
に
つ
い
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
本
市
の
子
ど
も
達
の

成
長
を
図
る
と
い
う
共
通
の
目
標
を

も
つ
、
各
園
と
各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

層
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
学
び

合
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
奈
良
県
三

宅
町
立
三
宅
幼
児
園
長
を
務
め
ら
れ

て
い
る
徳
留
宏
紀
先
生
で
す
。
公
立

中
学
校
・
海
外
の
高
等
学
校
で
の
教

員
経
験
を
も
ち
、
現
在
は
就
学
前
の

子
ど
も
達
を
育
成
さ
れ
、
ま
た
、「
非

認
知
能
力
」に
つ
い
て
全
国
的
に
活

躍
中
の
徳
留
先
生
か
ら
、「
未
来
を

見
据
え
た
と
き
に
本
当
に
必
要
な
、

客
観
的
な
数
値
で
測
る
こ
と
が
で
き

な
い
力
」と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」「
自
制
心
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」「
向
上
心
」「
自
尊
感
情
」「
柔

軟
性
」を
お
示
し
い
た
だ
き
、
伸
長

さ
せ
る
た
め
の
方
策
等
、
貴
重
な
ご

教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
活
躍
す

る
力
」に
視
点
を
据
え
、
子
ど
も
達

の
活
動
の
充
実
と
と
も
に
、
大
人
の

間
で
も
研
鑽
を
深
め
、
実
践
に
繋
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
私
達
大
人
同
士
も
、
広

く
、
豊
か
に
、
し
な
や
か
に
、
自
ら

の
人
生
を
歩
み
つ
つ
、
子
ど
も
達
を

見
守
り
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�

杉
本
真
紀
子

教
育
長
コ
ラ
ム
No.11

「稲城市地域・教育フォーラム」を開催します グローバルスタディプログラム
「小中学生英語スピーチコンテスト」

を開催します
「稲城市地域・教育フォーラム」を開催いたします。
　第１部では、稲城市の子どもたちに関わる団体・組織・学校・
園の一体的な取組や実践の成果について、団体の皆さんが発表
します。第２部では、講師をお招きし、「持続可能な地域ととも
にある学校づくり」について、対談型講演会を行います。
　市内在住・在学・在勤問わず、どなたでも参加できます。
日時：令和８年1月24日（土）　午後1時30分～4時30分(開場1時)
会場：中央文化センター ホール
第１部：【発表】
稲城市地域教育懇談会（稲城市の地域教育団体等）による活動内容
第２部：【講演会】
講師　吉岡　拓也 氏
�　　　�文部科学省 総合教育政策局 地域学習推進課地域学校協

働推進室 地域学校協働推進係　専門職　
講師　市川　重彦 氏 
　　　社会教育士（埼玉県公立小・中学校　校長）

　稲城市教育委員会では、今年度も「稲城市グロー
バルスタディプログラム」の一環として、「小中学生
英語スピーチコンテスト」（共催　東京稲城ロータ
リークラブ）を開催します。このイベントは、市内の
小学校5・6年生の児童と中学生なら誰でも申し込む
ことができる、ワクワクする英語チャレンジです。 
　テーマは、例えば、「My favorite sports」や「What 
peace means to me」など、自分の好きなことや考え
を英語で伝える絶好の機会です。スピーチは、ALT
や学校の先生のサポートを受けながら準備を進める
ので、初めての挑戦でも安心です。小学生は1分以内、
中学生は3分以内で、自作のスピーチを披露します。 
また、8月6・7日に、「EXPO 2025 大阪・関西万博」
の会場内で開催された「FUTURE SUMMIT 国連を
支える世界こども未来会議」での活動の様子や内容
について、参加した令和６年度代表生徒の報告も
予定しています。

日時：12月13日（土） 
　　　午後１時30分～5時30分（開場１時）
会場：地域振興プラザ 4階　会議室
審査員：�東京外国語大学 大学院総合国際学研究院　　

教授　岡田　昭人氏　他4人 
　どなたでも自由に観覧いただけます。ぜひお越
しください。	

▷問合せ　指導課指導係▷問合せ　指導課指導係

【稲城市地域教育懇談会】
・稲城市地域教育懇談会とは
　稲城市地域教育懇談会は、稲城の子どもの心身共に健全な成長を期するという理念
に基づき、家庭、学校、幼稚園、保育園、認定こども園や地域の各団体・関係者が連
携して健全育成のための情報共有や活動を行うことにより、地域社会に根ざした教育
力の充実を図ることを目的として40年間に渡り実施されています。
・主な活動内容
　6つの中学校ブロックにおいて、それぞれ1年間の活動テーマを設定し、定例会の中
で情報を共有して話し合ったり、地域協働の活動に取り組んだりしています。また、
各ブロックの代表が集まり、市内の地域教育懇談会の情報共有を図る場として、ブロッ
ク連絡会を開催しています。

昨年度開催の様子

「稲城市 学校・乳幼児施設 管理職＆リーダー研

修会」の様子 「世界こども未来会議 in INAGI」発表ボードの一部


